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議  事  録 

会 議 の 名 称 第６回小美玉市小学校（小川小学校・橘小学校）統合準備委員会 

開 催 日 時 平成２８年６月２１日（火） １９時００分～ 

開 催 場 所 小川総合支所 ３階 大会議室 

出 席 者 

【出席委員】 

  小川錬太郎  千葉 栄子  川名 美佐  塙  学 

  代々木 孝  髙野 一郎  稲田 雅志  柏  敬祐 

  久保田輝男  水内 幸惠  平塚 健一  小島 健一 

  平本 敏彦  長島  功  藤井 敏生  笹目 雄一 

  谷仲 和雄  植木 弘子  長島  主 

 

【欠席委員】 

 伊野 勝亮  東  邦彦  藤﨑  剛  竹内 文枝 

 近藤 貞夫  山中 光枝  宮司  瞳 

 

【事務局】 

加瀬 博正  長谷川正典  石田  進  中村  均 

比気 龍司  植田  薫  田山 伸一  外之内信浩 

戸塚  聡  田村 直弥 

協 議 案 件 
・本年度スケジュール（案）について 

・校名の選定方法について 

会 議 資 料 
別 紙 

 （ 会議次第、 他 ） 

記 録 方 法 

□全文記録 

☑発言者の発言内容ごとの要点記録 

□会議内容の要点記録 

公開･非公開の別 ☑ 公開  □ 一部公開  □ 非公開   （傍聴者 ０ 人） 
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【委員長あいさつ】 

 

 第６回ということではありますが、今年度は１回目の開催となっております。

委員も若干代わりましたので、議事の中で平成２７年度の経過についても事務局

から改めて説明をいただきたいと考えております。その中で新しく委員になられ

た方には、質問等をお願いしたいと思います。また、段々と統合が近くなってき

ており、部会に分かれ、細かなことを決めるということが出てきます。今年度か

らは、更に細かい部分で会議が増えるということもあるのではないかと思います

が、ご協力をお願いしたいと思います。 

 

【委嘱状の交付】 

 今年度より新たに委員となった７名に委嘱状を交付 

 （時間の関係上、省略） 

 

【統合準備委員会委員の自己紹介】 

 

【事務局職員紹介】 

 

【統合準備委員会副委員長選出】 

 

 委員より事務局一任の声あり 

 事務局が小川小学校長 髙野 一郎 委員を推薦 

 全会一致で事務局案を承認 

 
 

委員長 平成２７年度は校舎の設計を中心に進めてきたので、事務局にその経過の説

明をいただいてから議事に入りたい。 

 

 

事務局よりスライドショーを用いて説明 

 

 

事務局 統合小学校は、現小川南中学校に校舎を新たに建設する計画となっている。

体育館は現行の施設を利用し、プールは現行の施設を小学校用に改修して利

用する。このため、既存の校舎は解体する予定となっている。 

学校へのアプローチは、２箇所となり、既存の正門と体育館付近の入口を計

画している。また、既存正門の左側に車両動線を設け、統合小学校で想定さ

れるスクールバスといった車両の動線と歩行者の動線を分離させる内容に

なっている。 

続いて、新校舎の建設位置について説明させていただく。校舎は、なるべく
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南向きになるよう、現校舎よりも角度を付けて校舎を配置している。そのた

め、校舎の後方に駐車スペースを大きく取れるようになった。 

次に校舎内部について説明したい。校舎１階部分は、正門側から職員室、校

長室、放送室、保健室と配置し、その隣、校舎中央に昇降口を配置している。

更にその隣には特別支援教室と多目的室を設けている。多目的室は、放課後

児童クラブとして使用する予定となっている。特別教室は廊下を挟んで反対

側に図工室と家庭科室を配置している。 

２階部分には１～３学年の教室を配置している。普通教室には多目的スペー

スを設けることによって、教室を広く利用できるようにしている。特別教室

は理科室とラーニングセンターを配置している。 

また、３階部分には４～６学年の教室を配置した。普通教室には２階と同様

に多目的スペースを設けている。特別教室は音楽室を配置している。 

基本設計の説明は以上となる。 

 

 

委員長 昨年度は、何度も話し合いを行い、子ども達の過ごしやすい校舎ということ

で進めてきた。また、現南中は冬の期間は寒いということがあり、校舎を南

に向けるということ、更に子ども達が多くの時間を過ごす普通教室を全て南

側に配置させている。また、教室と多目的スペースが繋がっており、現在の

各小学校で使用している教室より広くなっている。子ども達が段々と少なく

なってくるので、４０人が入ることはないと思うのだが、スペースが広く、

過ごしやすくなっている。特別支援学級も３クラスを１階に配置している。

また、昨年はスクールバスの安全面が話題に上がったので、車と人がなるべ

くクロスしないような入口にしている。そういった関係があり、現在の南中

よりもグラウンド側に道を広げ、そのスペースを確保し、校舎を南側に向け

ている。 

 

【協 議】 

（１）本年度スケジュール（案）について 

 

事務局 平成２８年度のスケジュール（案）の説明を始める前に、簡単に準備委員会

の説明をさせていただく。小川小学校･橘小学校統合準備委員会は「小美玉

市立小中学校規模配置適正化実施計画」に基づいて小川小学校・橘小学校を

統合し、平成３１年４月に新しい学校を開校するために必要な準備、検討及

び調整を図るため、昨年度に発足した。準備委員会は委員長が委員を招集し

て会議を開催し、統合校の統合準備に関すること、建設に関すること、その

他統合に必要なことの検討を行う。さらに詳細な検討が必要となった場合、

準備委員会の中に専門部会を設置し、検討を行う。委員の任期は、委嘱され

た日から統合の日までとなる。所属する団体の役職交代等の際には後任者に

委嘱している。委員会の開催日については、委員長名の通知を送付させてい

ただく。 
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資料１に基づいて説明 

 

統合準備委員会は６月、７月、９月、１１月、１月を予定している。 

検討事項について説明したい。実施設計については７月から２月に予定して

いる。設計業者を決める入札を７月に行い、設計業務を委託する。昨年度に

作成した基本設計をもとに受託した業者が設計を行う。準備委員会では、設

計中に変更が生じた場合や設計が完成した際に報告をすることとなる。 

校名については、６月から３月までの予定としている。この後の議事（２）

において、スケジュールを含めた「校名の選定について」の詳細を説明する。 

続いて、総務･通学部会のスケジュールを説明したい。検討事項は、「通学体

制」、「通学路」、「スクールバス」についてとなっている。「通学体制」は、

平成２８年１０月から平成２９年度末までを予定している。「通学路」と「ス

クールバス」は、同じく１０月から平成３０年度末までを予定している。こ

の３つについては、１０月から総務･通学部会を設置し、検討を行う予定。

設置、開催については９月の準備委員会で検討いただきたい。 

学校運営部会のスケジュールについて説明したい。「教育課程等」と「交流

事業」については、平成２８年６月から開校までを予定している。この２つ

についても専門部会を設置し、検討、実施を行っていく予定。 

補足として説明したい。校名を昨年度のスケジュールでは専門部会での検討

と予定していたが、準備委員会全体での検討事項に変更している。また、「通

学体制」、「通学路」、「スクールバス」の検討開始時期を６月から１０月に変

更した。 

なお、スケジュール（案）であるため、会議の進捗により開催回数に変更が

生ずることがあるので、了承いただきたい。 

 

 

（２）校名の選定方法について 

 

資料２に基づき事務局より説明 

 

 

事務局 校名決定の手順について説明させていただく。まず、本日も含め、６月、７

月に行われる統合準備委員会において、校名の選定方法の決定をいただく予

定となっている。なお、校名の選定方法によっては、その後のスケジュール

も大きく変わるため、時期については、目安として承知いただきたい。 

次に統合準備委員会において、校名案の決定をいただく予定となる。校名案

の選考方法にもよるが、１０月から１１月頃を予定している。 

その後、教育委員会において、統合準備委員会の決定した校名案を報告し、

議決、承認を経た後、来年３月の市議会において、「学校設置条例の一部を

改正する条例」の議決を経て、校名の最終決定となる。 
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資料３に基づき事務局より説明 

 

事務局 想定される校名の選定方法を事務局案として５案、記載した。 

 

①各委員が校名案を出し、統合準備委員会の場で話し合い、校名候補を決定 
  

委員に校名案を持ち寄っていただくことも考えられる。 

 

 

②各委員が選出母体の校名案をまとめ、それを統合準備委員会で話し合い、校名

候補を決定 
 
各委員は各学校の関係者、ＰＴＡ、地域の方等々の出身母体がある。それぞれの出身母体で校

名案をまとめたものを持ち寄り、準備委員会でそれを協議し、最終的に準備委員会として校名

候補を決めていくという方法。 

 

 

③校名案を統合準備委員会の場で出し合い、その校名案を示して児童、保護者、

地区等からの投票により校名候補を決定 
 
各委員が出した校名案を統合準備委員会だよりに掲載し、投票のような形で決定するもの。準

備委員会で候補を決め、最終的には地域の方々を含めた投票のような形で決定する方法。 

 

 

④校名案を児童、保護者、地区等から募り、統合準備委員会において校名候補を

決定 
 
校名案を児童、保護者、地区等の方々からいただき、それを準備委員会の場で選定していくと

いうこととなる。具体的には、統合準備委員会だよりと校名募集用紙を兼ねるものを用いて募

集を行い、集計し選定していくこととなる。 

 

 

⑤校名案を全市民から募り、統合準備委員会において校名候補を決定 
 
④の方法を全市民、市域全域に広げて校名案を募り、統合準備委員会において決定する方法。 

 

 

大別すると、①と②は、準備委員会での話し合いで校名候補を決定する方法。

③は、準備委員会で校名候補案を決定した後、保護者、児童等の投票で決定

する方法。④と⑤は、校名案を公募する方法。④は対象の学区のみを公募の

範囲とし、⑤は市域全域に広げた方法となっている。 

上記①～⑤の選定方法が考えられるが，いずれの場合も準備委員会としての

校名候補を決定後，教育委員会に報告する。教育委員会において統合校の名

称として議決後，市議会に「小美玉市立学校設置条例」改正案として上程し，

議会の議決をもって最終決定となる。 

 

 

 

委員長 まず、「校名の選定方法について」は５つの案が示されているので、今回の
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委員会で絞っていきたい。意見をいただきたい。 

委 員 地区の立場での意見としては、④が良いと思う。①、②、③については、各

委員から校名を出すという形となり、上から押し付けるといったイメージが

ある。広く地区の方々、児童も含めた保護者、小川小学校区と橘小学校区で

校名を募り、その中から統合準備委員会において、校名候補を決定するとい

うことが私としては良いのではないかと思う。 

委 員 ④が良いのではないかと思う。⑤になると対象が広すぎるのではないかと思

う。市の名前を決めることとは違うと思う。①から③は、準備委員会の中だ

けで決まってしまうように感じる。③においても、準備委員会で候補を出す

ので、その中から選んでもらう形になってしまう。 

委 員 元気っ子幼稚園という名前を決めた際には、どのような方法でつけられたの

か。 

事務局 公募で決定した。羽鳥小学校の児童の案となっている。 

委 員 なかなか良い名前だと思う。それが小学校に繋がるかどうかは分からない

が。 

委 員 地域で行うことも良い方法だと思う。しかし、小美玉市全体に統合する学校

を知ってもらうためにも、全市民から公募し、名前を選んだ方が良いのでは

ないかという気がする。 

委 員 私も④か⑤が良いと思う。あとは、⑤にすると色々と手間が大変ということ

もあるだろうと思う。 

委員長 手間というよりも、この後、統合が進んでいく関係がある。北中学区、玉里

地区も進んでいくと思うので、そちらも踏まえて決定していくと良いのでは

ないかと思う。毎回、全市に公募を行った場合も考慮しなければならないの

ではないか。 

委 員 小川小と橘小の統合なので、小川南中学区の方を対象とした方が良いのでは

ないかと思う。それぞれ地域性があるので、絞った方が良いのではないか。

また、案が決定後に投票となる場合。投票がどういった形になるのかどうか。

極端な話をすると、投票が少なかった場合において、得票数が１位となった

案が校名となるのかどうかということがある。他にも、得票数が同じ程度と

なった場合にどうするのかどうかということもある。投票率１００％という

状況であれば問題ないとは思うが。また、全市的に投票を実施した場合、他

地域の方が投票が多いという可能性もある。投票について具体的に詰めてい

った方が良いのではないかと思う。 

委員長 校名の候補を決めた後、どうようにするのかということかと思う。 

委 員 北中学区、玉里学区の際、この委員会での内容がある程度基準となっていく

かと思う。公募の際、どのような募り方をするのか、応募いただく上での進

め方を具体的な形に詰めていければ良いと思う。 

委 員 校名候補は、この委員会で１つに絞った後に教育委員会に校名案として出す

のか。 

事務局 おそらく公募をかけると、もの凄い件数の校名候補となると思う。そこから

集計を行い、１校に絞るということは１回の会議では難しいと思う。一般的

には、５つくらいに絞ってから１つに絞るという段階を経て、最終的な候補

を決める事例が多い。小美玉市の市名についても、おそらくそのような方法

で行ったものと記憶している。 
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委 員 いくつかの方法をここで話し合い、１０個であれば１０個に絞った後、１つ

に絞るということか。 

事務局 最終的にはそうなる。 

委 員 ④と⑤となると、そうなるということか。 

事務局 その通り。 

委 員 ③は違う形になると思う。 

委 員 候補を募り、それに対して投票もしてもらうこともあるのではないか。 

委 員 最初に集まった膨大な校名候補から５つ選ぶのは誰が選ぶのかという話が

ある。 

委 員 同じ校名案が複数出てくるかもしれない。そうすると、投票と変わらない。

多いものを選ぶということになってくるのではないか。集まった校名候補を

準備委員会の場で広げたら、もの凄い量になる。 

委 員 小中一貫校を目指している場合も中学校と別の名称でなければならないの

か。 

委員長 ④と⑤に関しては、公募を行い、最終的に絞るのは準備委員会ということか。 

事務局 その方向で考えている。 

委員長 ③については、投票で決めるということか。 

事務局 その通り。 

委 員 ④と⑤について、公募を行った後、どのように進めていく考えなのか。 

事務局 公募を行った後の選考方法については、今後さらに協議を行うしかないと思

う。ただ、④や⑤になった場合の今後のスケジュールとしては、まず次回の

統合準備委員会までに募集要項の事務局案を作成させていただくことにな

る。④と⑤になった場合、夏休み期間を利用した公募を考えているので、夏

休み前に次回の準備委員会を開催し、その中で募集要項などを決めていきた

いと考えている。 

事務局 私はこれまで「みの～れ」の名称公募や「そ・ら・ら」の公募に携わった経

験がある。その時はどちらも⑤のやり方であり、全国に公募をかけた。委員

の意見にあったように、全国までいかなくても、市全体までは絞り込めると

思う。公募の後には、いずれも選考委員会をつくった。今回は選考委員会が

準備委員会に代わると思われる。例えば、１００、２００、３００、１００

０と集まったとする。これまでのやり方の場合、数が多いといったことでは

なく、準備委員に「この名前が良い」というものを１０個程度に絞ってもら

う。これは数ではなく、自分達の将来を見据えた学校名として各委員の主観

で「この名前が良い」という案を持ち寄っていただいて１度会議を行い、更

に絞り込んでいき、最終的に１校にするというやり方で「そ・ら・ら」、「み

の～れ」は進めてきた経過がある。数が多いために事務局で１０個に選ぶの

ではなく、委員に１０個選んでいただき、更に絞り込んでもらう流れが１番

良いのではないか思っている。また、④と⑤の違いは、応募する範囲が関係

する地区の人達だけなのか、市内全域で名前を考えていこうということなの

かということ。統合小学校を周知徹底していこうということには効果がある

と思う。ただ、関係する地区での応募が少なく他の地区が多い場合、地区の

学校に対する思いが薄れていってしまうデメリットもあるのではないかと

思う。難しいことだとは思うが、準備委員に託された課題ではないかと思う。 

委員長 最初に示された５案の中で、①から③は難しいと思う。④か⑤で意見を集約
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したいと思う。 

委 員 事務局から色々な話が出た。「そ・ら・ら」は全国から募った。本来であれ

ば、学校は小川と橘の関係各位の中で決めれば良いのではないかと思う。出

来た案を持ち寄って、この準備委員会で色々と揉んでいくような方向が良い

のではないかと思う。 

委 員 私も④か⑤で迷っている。市内全域に統合小学校を知らせるためには、市内

全域から募集をかけるといったことも良いと思う。ただ、玉里地区や小川北

学区の統合もあるので、そことの兼ね合いもある。いずれにしても、④と⑤

しかないと思う。 

委 員 玉里は１校になるのか。 

委 員 玉里地区に１校となり、小中一貫校となる。 

委 員 学区で募集するのか、市内全域で募集するかとなった場合、おそらく玉里地

区や小川北地区においても、この準備委員会での検討と同じようになると思

う。ここで市内全域とした場合、他の地区も市内全域となる気がする。 

事務局 今までの経験からすると、玉里地区において、なぜ他の地域が意見を言うの

かという意見が出てくる可能性もある。 

委 員 例えば、小川小学校と橘小学校による統合小学校の校名を決めたとして、そ

れを考えた人が玉里の方、美野里の方という場合もある。 

事務局 小川・橘の統合小学校と小川北地区の統合小学校を考えた場合、それぞれの

学区を同じように考えることはできると思う。しかし、玉里地区の小中一貫

校については、施設一体型となるので若干違ってくる。小学校分野と中学校

分野が同じ区割りの中に入ってくることになるが、あくまでも９年間を見据

えた教育の中では、小学校は小学校の正式名、中学校は中学校の正式名を持

ちながら、それらを総称して「○○学園」という表現の仕方もある。若干の

違いを含め、校名の選定方法についても考えていただきたいと補足したい。 

委員長 国田は、国田義務教育学校という名称になったのか。 

事務局 そのようになった。 

委員長 つくば市は、「○○学園」という言葉を頭につけ、その後に「○○小学校」

としている。小中一貫校になると、義務教育学校という名称になるのか。 

事務局 学校という名称を使わなくても構わない。通常であれば「○○義務教育学校」

という名称が一般的となっている。今までの話からすると、該当する学区で

公募するのか、小美玉市全域で公募するのかということかと思う。 

委 員 それぞれ伝統のある２つの小学校が統合するということであり、それがなく

なってしまうという思いの方もいると思う。この地域の中で決まることで盛

り上がり、新しい学校をつくっていこうとなるには、④の方が良いのではな

いかと思う。 

委 員 建前と本音があると思う。全体的に公募を行えば、小美玉市内の統合小学校

の名前をつけるという建前。本音は、橘小学校と小川小学校の伝統を守ろう

とする地元の気持ちがある。なので、地元の方が名前をつけようという気持

ちを盛り上げるために地元の方に名前を考えてもらった方が良いのではな

いか。本音は、小川小学区と橘小学区の中で名前をつけることが理想ではな

いかと思う。他の地区からもらった名前をつけるより、自分達が考えた名前

をつけようとする気持ちの方が良いと思う。なので、そういったことを考え

て進めていけたら良いのではないかと思う。 
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委 員 建前と本音を分けず、本音でいった方が良いのではないか。今、委員言った

ことはその通りだと思う。そのような話を色々と地域で聞いている。小美玉

市民の中から「我々に声がかからなかった」という声はないと思う。今から

学校の再編がある。それを周知徹底し、該当する学校の保護者や地域の方々

などに知恵を借りるということが良いのではないかと思う。 

委員長 ④の方向で話が進んでいると思う。異議なしということであれば、④で決定

してよろしいか。 

 

異 議 な し の 声 

 

委員長 それでは④でお願いしたい。 

 

 

 

 

委員長 また、スケジュールの説明があったので、他に質問はあるだろうか。 

委員長 校舎建築が２９年の８月からとしているが、学校建築においては工期に間に

合わないということが多いと思う。期間は多くとってあるのかを心配に思っ

ている。平成３１年４月に開校できるのかという思いがある。 

事務局 校舎建築については、工事の発注時期が補助事業等の関係もあり、７月から

８月になる現状がある。工期については、設計会社と協議して出した期間と

なっているが、今後とも注意しながら進めていきたいと考えている。 

委員長 単純に通常の１．５倍くらいの工期を取っているということか。 

事務局 １．５倍といった計算までには至っていないと思うが、通常の工期として取

ってある。 

委員長 委員からはどうか。 

委 員 旧小川高校に小川南中が移転することについては順調なのか。移転が進まな

ければ、統合小の建設が始まれないと思う。 

事務局 旧小川高校の改修工事については、５月下旬の入札、開札を経て、市議会に

承認いただき、業者が決定している。現場打合せ等も済ませており、これか

ら本格的に校舎、体育館、外構工事に着手できる段取りがついている。また、

統合小の校舎建築に関しては、平成２９年８月から工事に着手するとなって

いるが、現南中が改修後の旧小川高校へ移転しなければ、現小川南中の校舎

は解体できない。さらに、校舎を解体するだけでなく、新校舎を現校舎より

も南向きに配置したことにより、グラウンド側に進入路等の造成を行う。こ

れについては、生徒が完全に移動しなくても出来る範囲で工事に着手するこ

とは可能となっている。８月からの着手については、補助事業の関係と造成

工事を含めた解体工事等の期間の考えがあるので、合わせて理解いただけれ

ばと思う。 

委員長 解体は４月からか。 

事務局 そうできるように取り組んでいる。 
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（３）その他 

 

事務局 校名の選定方法が④となったので、次回の統合準備委員会までに募集要項の

事務局案を作成させていただく。児童の夏休み期間中での募集を考えている

ので、夏休み前の７月上旬に統合準備委員会を開催し、募集要項を決定して

いただきたいと考えている。募集要項の中において、現在の両小学校名のま

まのものは募集しないといったような細かいルールについても準備委員会

の中で決定していただきたいと考えている。 

委員長 学校は２０日までとなっている。次回の準備委員会の開催はいつごろを考え

ているのか。 

事務局 今のところは、６日を考えている。 

委員長 １番身近な問題となっているＰＴＡ代表の欠席が多い。両校ともお互いに声

をかけあっていただけるとありがたい。 

委 員 同じ日に市Ｐ連の集まりがあった関係で欠席が多くなっている。 

委員長 会長さんとも調整をしていただいて、多くの方に出席してもらえるようにし

ていただきたいと思う。スケジュールを組むことも大変だと思うが、調整を

お願いしたい。 

 

 

 

 

２０：１５ 閉会 

 

 

 

 
 

 

 


